
五
月
、
敵
も
強
く
、
や
む
無
く
反
転
命
令
に
よ
る
退
却
と
な

り
、
犠
牲
者
も
続
出
、
負
傷
兵
も
歩
け
な
い
も
の
は
手
榴
弾
で

自
爆
す
る
者
、
部
隊
は
玉
砕
寸
前
の
危
機
に
直
面
し
、
部
隊
長

命
令
に
よ
り
私
も
重
要
書
類
を
焼
却
し
、
残
骸
は
深
く
埋
没
し

ま
し
た
。
五
月
十
三
日
夕
刻
で
あ
っ
た
。
幸
い
に
も
友
軍
の
援

護
に
て
無
事
山
門
へ
脱
出
で
き
、

再
び
宝
慶
に
集
結
し
ま
し
た
。

八
月
十
五
日
の
終
戦
の
報
告
を
受
け
た
の
は
二
日
程
遅
れ
て

で
あ
り
ま
し
た
。
九
月
上
旬
よ
り
岳
州
の
近
く
栄
家
湾
ま
で
行

軍
で
退
り
、
こ
こ
で
武
装
解
除
と
な
り
全
兵
器
返
納
し
て
兵
隊

は
丸
裸
と
な
り
、
捕
虜
の
身
と
な
り
ま
し
た
。
次
第
に
食
糧
事

情
も
悪
化
し
、
た
だ
帰
還
命
令
を
待
つ
ば
か
り
で
す
。
毎
日
使

役
に
出
て
甘
藷
を
民
家
よ
り
も
ら
っ
て
帰
り
、
空
腹
を
満
た
し

生
命
を
継
ぎ
ま
し
た
。

よ
う
や
く
二
十
一
年
四
月
に
な
っ
て
移
動
命
令
が
出
て
、
武

昌
よ
り
漢
口
を
経
て
北
支
廻
り
の
列
車
輸
送
で
上
海
に
到
着
、

六
月
中
旬
ご
ろ
上
海
港
よ
り
乗
船
、
鹿
児
島
港
へ
上
陸
し
ま
し

た
。
本
土
の
山
が
見
え
か
け
た
時
の
感
激
は
忘
れ
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。
私
は
無
事
に
帰
還
で
き
懐
か
し
い
故
郷
へ
帰
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
が
、
異
国
の
地
で
青
春
の
華
と
散
っ
た
戦
友

諸
氏
、
本
土
空
襲
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ
た
多
く
の
人
々
、
尊

い
生
命
を
失
わ
れ
た
方
々
の
事
を
思
え
ば
、
今
日
の
平
和
を
永

遠
に
た
も
ち
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
惨
事
の
起
こ
ら
な
い
よ
う

努
め
る
の
が
私
達
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
で
あ
り
ま
す
。

四
十
有
余
年
の
昔
を
省
み
て
筆
を
執
り
ま
し
た
。

軍
国
主
義
の
渦
の
中
の
人
生
　 

新
潟
県
　
宮
野
甚
之
丞
　 

私
は
専
業
農
家
の
長
男
と
し
て
明
治
三
十
一
年
生
ま
れ
、
大

事
に
育
て
ら
れ
て
同
三
十
八
年
四
月
義
務
教
育
四
年
制
度
に
一

年
生
と
し
て
入
学
し
た
者
で
す
。

当
時
、
日
本
は
世
界
最
大
の
大
国
ロ
シ
ア
に
陸
海
軍
と
も
大

勝
し
、
国
中
沸
き
に
沸
い
て
お
っ
た
と
き
で
し
た
。
新
津
か
ら

水
原
新
道
を
凱
旋
兵
が
帰
っ
て
き
た
の
を
迎
え
た
思
い
出
が
あ

る
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
の
日
本
は
軍
国
主
義
の
道
を
突
き
進
ん

だ
の
で
す
。
私
は
そ
の
後
学
制
が
六
年
制
に
な
り
、
農
業
は
自

給
自
足
の
時
代
で
あ
り
ま
し
た
の
で
農
林
学
校
に
学
び
、
基
礎



教
育
を
修
得
し
、
そ
の
上
農
業
試
験
場
が
総
合
的
試
験
し
て
い

る
実
績
の
あ
る
長
岡
の
研
究
所
に
入
所
し
て
、
一
人
前
の
百
姓

道
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
実
行
だ
と
い

う
時
に
兵
隊
検
査
が
あ
り
甲
種
合
格
と
な
っ
た
。

一
年
志
願
制
度
が
あ
っ
た
の
で
、
大
正
七
年
十
二
月
一
日
、

第
十
六
連
隊
に
入
隊
し
た
の
で
す
が
、
シ
ベ
リ
ア
の
風
雲
は
急

を
告
げ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
教
育
が
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

同
八
年
十
一
月
三
十
一
日
除
隊
の
と
き
は
動
員
下
令
、
先
発
隊

が
出
発
し
、
わ
れ
わ
れ
は
軍
曹
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
翌
九
年
六
月
一
日
よ
り
三
カ
月
間
、
予
備
召
集
で

入
隊
し
た
ら
留
守
隊
で
わ
れ
わ
れ
志
願
兵
は
新
潟
、
長
野
、
福

島
出
身
で
、
全
国
教
育
を
受
け
た
教
官
は
声
を
大
に
し
て
「
お

前
等
は
下
士
官
教
育
を
完
了
後
は
シ
ベ
リ
ア
行
き
だ
」
と
朝
か

ら
晩
ま
で
厳
し
い
シ
ゴ
キ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

し
か
し
こ
の
時
、

私
は
難
関
突
破
の
強
い
意
志
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
軍
隊
教

育
の
あ
り
が
た
さ
で
、
今
も
感
謝
し
て
い
る
。
そ
れ
が
八
月
三

十
一
日
曹
長
と
し
て
召
集
解
除
と
な
っ
た
。

大
正
十
年
九
月
一
日
、
見
習
士
官
と
し
て
三
カ
月
予
備
召
集

さ
れ
、
事
変
和
解
後
の
第
十
六
連
隊
第
九
中
隊
第
三
小
隊
長
と

し
て
秋
季
演
習
に
、
そ
し
て
大
演
習
に
、
日
本
と
し
て
の
六
個

師
団
大
演
習
、
多
摩
川
の
決
戦
で
お
わ
り
、
代
々
木
で
大
観
兵

式
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
一
生
忘
れ
ら
れ
ぬ
体
験
で
あ
る
。
ま
た

新
潟
、
長
野
、
山
梨
、
静
岡
ま
で
、
今
に
し
て
思
え
ば
忘
れ
る

こ
と
の
で
き
な
い
三
十
二
日
間
の
徒
歩
演
習
、
か
く
し
て
翌
年

少
尉
に
任
官
、
後
備
召
集
や
将
校
演
習
会
を
か
さ
ね
、
毎
年
陸

軍
省
よ
り
■
の
戦
時
勤
務
の
内
命
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
当
時
は

三
十
六
歳
で
退
役
に
な
る
制
度
の
時
代
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
百
姓
に
専
念
、
そ
れ
と
在
郷
軍
人
会
や
青
年
学
校

の
教
官
や
翼
賛
会
の
役
員
、
国
防
婦
人
会
の
竹
槍
訓
練
ま
で
さ

せ
ら
れ
て
お
っ
た
。

昭
和
十
九
年
六
月
、
戦
況
不
利
、
本
土
決
戦
の
う
わ
さ
の
さ

な
か
に
田
植
え
も
終
り
、
ホ
ッ
ト
し
て
お
っ
た
と
き
に
、
そ
れ

こ
そ
思
い
も
か
け
ぬ
赤
紙
の
召
集
令
状
な
の
で
す
。
退
役
十
年

目
、
見
返
し
て
も
赤
紙
だ
。
急
ぎ
軍
装
品
を
揃
え
、
第
十
六
連

隊
に
入
隊
し
た
ら
老
将
校
が
多
く
、

私
等
は
そ
れ
で
も
若
い
方
、

健
康
診
断
、
予
防
注
射
だ
と
あ
わ
た
だ
し
い
。
四
日
目
に
は
軍

用
列
車
で
出
発
だ
。

博
多
に
着
い
た
ら
野
戦
第
一
戦
の
補
充
隊
行
き
が
知
ら
さ



れ
、
本
隊
が
ど
こ
か
も
分
か
ら
ぬ
ま
ま
乗
船
、
各
隊
六
千
人
の

梯
団
と
し
て
暗
夜
出
港
、
西
に
向
か
っ
た
が
雨
と
な
り
急
に
舵

を
北
に
急
速
に
突
進
、
着
い
た
の
は
釜
山
港
で
あ
っ
た
。
し
か

し
制
海
権
は
敵
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
奉
天
で
軍
装
品
を
受

領
、
夜
行
に
て
山
海
関
を
通
り
南
京
、
武
漢
三
鎮
に
着
く
。
こ

こ
も
ま
た
制
空
権
は
完
全
に
敵
方
で
あ
っ
た
。
漢
口
に
て
厳
重

な
身
体
検
査
が
あ
り
、
熱
暑
に
耐
え
得
る
兵
だ
け
が
対
岸
の
武

昌
に
渡
る
こ
と
に
な
る
。

私
は
夜
陰
に
漢
口
時
計
台
前
よ
り
軍
馬
百
七
十
三
頭
の
輸
送

隊
長
を
命
ぜ
ら
れ
、
朝
ま
で
船
で
送
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
農
家

よ
り
の
徴
発
馬
の
た
め
苦
労
し
た
が
明
け
る
ま
で
に
渡
河
完

了
。
次
の
目
的
地
岳
州
ま
で
三
十
里
、
よ
う
や
く
岳
州
郊
外
凹

地
に
馬
を
繋
い
だ
と
き
は
驚
き
で
あ
っ
た
。
雑
林
も
沢
も
小
高

い
山
に
も
幾
十
万
の
兵
で
充
満
、

出
発
命
令
を
待
っ
て
お
っ
た
。

十
九
年
八
月
初
旬
の
大
陸
の
暑
さ
、
敵
機
は
銃
撃
す
る
、
爆

弾
を
投
下
す
る
、
油
断
が
で
き
ぬ
。
い
よ
い
よ
長
沙
に
向
か
っ

て
の
出
発
だ
。
六
貫
も
あ
る
背
の
う
、
熱
砂
の
中
死
臭
や
マ
ラ

リ
ア
や
赤
痢
の
中
の
夜
行
軍
。
六
千
人
の
補
充
兵
が
連
日
前
線

へ
と
急
い
だ
。
長
沙
、
衡
山
、
衡
陽
、
冷
水
浦
、
零
陵
、
桂
林
、

柳
州
、
宣
山
ま
で
八
百
八
十
里
よ
う
や
く
半
年
で
師
団
司
令
部

へ
着
き
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

昭
和
十
九
年
十
二
月
三
十
日
、
第
百
十
六
連
隊
本
部
着
、
第

二
大
隊
第
七
中
隊
に
編
入
兵
二
十
二
名
と
と
も
に
警
備
地
、
羅

城
に
着
い
た
の
は
大
晦
日
の
夜
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
は
内
地
よ

り
征
途
に
つ
い
て
よ
り
実
に
六
カ
月
。
北
支
、
中
支
、
南
支
と

本
隊
の
占
領
地
を
夜
行
軍
で
追
及
し
、
熱
暑
と
病
気
の
野
戦
の

跡
を
追
っ
て
、
全
支
に
鏡
部
隊
と
し
て
恐
れ
ら
れ
た
越
後
兵
、

し
か
も
感
状
中
隊
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
誇
り
で
も
あ

っ
た
。

羅
城
警
備
中
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
バ
ナ
ナ
、
川
魚
、

砂
糖
、
野
菜
ま
で
一
月
で
も
ス
ク
ス
ク
伸
び
て
い
る
南
支
の
良

い
所
に
警
備
、
そ
の
上
、
郷
土
の
兵
・
予
備
・
後
備
・
現
役
ま

で
ほ
と
ん
ど
が
越
後
兵
で
あ
っ
た
こ
と
が
何
よ
り
で
あ
っ
た

し
、
一
月
一
日
に
は
第
二
大
隊
の
将
校
宴
会
、
羅
城
町
の
自
警

団
の
招
待
会
の
乾
盃
等
、

今
も
ま
ざ
ま
ざ
と
心
に
残
っ
て
お
る
。

そ
れ
と
昭
和
二
十
年
一
月
十
一
日
突
如
、
師
団
命
令
に
よ
り

幾
多
の
戦
闘
に
戦
病
死
さ
れ
た
兵
た
ち
の
遺
骨
護
送
を
命
ぜ
ら

れ
、
後
方
三
十
里
無
警
備
の
中
を
駄
馬
に
遺
骨
を
載
せ
、
病
兵



三
十
余
名
を
軍
司
令
部
の
柳
州
ま
で
各
隊
よ
り
の
兵
と
共
に
飛

行
機
を
警
戒
し
な
が
ら
行
軍
、
無
事
司
令
部
へ
届
け
得
た
こ
と

は
忘
れ
ら
れ
ぬ
苦
難
で
、
一
泊
の
上
、
師
団
へ
報
告
、
ホ
ッ
ト

し
た
こ
と
は
出
征
中
の
難
関
の
一
事
例
で
あ
っ
た
。

ま
た
昭
和
二
十
年
四
月
二
十
日
、
都
安
作
戦
開
始
、
当
地
の

警
備
兵
出
動
の
た
め
一
線
よ
り
そ
の
他
の
警
備
補
充
の
た
め
独

立
混
成
第
八
十
八
旅
団
（
沖
天
部
隊
）
転
属
の
命
令
あ
り
、
第

二
大
隊
よ
り
二
百
三
名
の
転
属
者
指
揮
官
と
し
て
私
が
大
隊
長

に
申
告
し
出
発
す
る
こ
と
と
な
る
。
懐
か
し
き
羅
城
を
後
に
後

方
白
砂
鋪
ま
で
百
里
の
地
に
編
入
替
え
さ
れ
省
境
・
会
龍
橋
の

警
備
に
当
る
五
百
二
十
一
大
隊
第
二
中
隊
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
状
況
大
変
悪
く
、
分
隊
単
位
の
行
動
は
で
き
ず
、
気
の
許
せ

ぬ
情
況
で
あ
っ
た
。

つ
い
に
敵
の
大
反
抗
が
あ
り
、
六
月
二
十
日
朝
か
ら
銃
砲
撃
、

飛
行
機
も
加
わ
り
、
大
軍
が
押
し
寄
せ
て
軍
司
令
部
と
の
公
路

を
断
ち
き
ら
れ
る
危
機
で
あ
る
。
連
日
昼
夜
、
砲
声
ひ
び
く
中
、

三
日
目
に
急
援
の
命
あ
り
、
急
ぎ
戦
線
に
近
づ
く
と
戦
車
連
隊

が
山
岳
の
た
め
行
動
で
き
ず
に
お
っ
た
の
で
、
そ
の
護
衛
の
任

に
つ
き
、
第
三
陣
地
の
激
戦
を
見
な
が
ら
一
線
に
参
加
で
き
な

か
っ
た
。
夜
に
な
っ
て
熾
烈
な
攻
撃
を
し
て
い
た
敵
が
ピ
タ
リ

と
声
を
立
て
な
く
な
っ
た
が
、
翌
朝
敵
方
を
見
る
と
、
あ
れ
ほ

ど
の
大
敵
が
一
兵
も
残
ら
ず
潮
の
引
く
よ
う
に
退
却
し
て
お
っ

た
。
そ
れ
は
後
で
分
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
第
百
十
六
連
隊
が
応

援
に
来
た
の
を
山
頂
よ
り
望
見
し
た
、
鏡
部
隊
の
勇
猛
さ
を
知

っ
て
の
こ
と
、
さ
す
が
本
家
の
強
さ
を
知
ら
さ
れ
た
。

そ
れ
と
各
戦
線
と
も
知
ら
ず
に
お
っ
た
の
だ
が
、
ポ
ツ
ダ
ム

宣
言
が
そ
の
時
は
出
て
お
っ
た
気
が
し
ま
す
。
日
本
の
戦
況
極

め
て
悪
く
、
そ
れ
が
敵
軍
に
も
土
民
に
も
知
れ
わ
た
っ
て
い
た

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
奥
に
引
き
込
ん
で
い
た
兵
が
前
面
に
出

て
き
て
各
部
署
に
帰
っ
て
き
た
。
敵
兵
の
増
加
を
知
ら
ぬ
は
日

本
兵
ば
か
り
。
八
月
初
め
大
隊
本
部
よ
り
無
電
あ
り
、
警
備
地

を
撤
去
、
白
雲
山
に
て
大
隊
の
集
結
を
援
護
せ
よ
と
の
命
あ
り
。

二
十
年
八
月
十
五
日
、
そ
の
白
雲
山
に
退
却
、
野
菊
を
手
折

り
祭
壇
を
作
っ
て
お
盆
だ
と
東
方
故
国
を
拝
ん
だ
の
が
最
後
の

警
備
で
し
た
。

速
や
か
に
警
備
を
中
止
し
大
隊
に
復
帰
す
べ
し
の
無
電
で
、

前
面
公
路
は
敵
が
一
杯
だ
し
、
脱
出
す
る
と
す
れ
ば
裏
街
道
の

石
畳
三
尺
ぐ
ら
い
の
道
だ
。
音
の
せ
ぬ
よ
う
靴
に
藤
蔓
を
巻
き



静
か
に
通
る
よ
り
ほ
か
な
く
、
そ
ろ
そ
ろ
下
山
し
た
ら
雨
と
な

っ
た
。
支
那
兵
は
雨
と
な
る
と
家
に
引
き
上
げ
る
習
慣
あ
る
を

幸
い
に
、
暗
夜
静
か
に
前
進
し
た
ら
あ
ん
の
じ
ょ
う
大
木
を
倒

し
妨
害
し
て
い
る
。
静
か
に
起
こ
し
て
進
む
と
幸
い
に
友
軍
の

救
助
隊
に
会
え
、
感
激
の
握
手
で
一
夜
を
衣
服
干
し
、
翌
朝
快

晴
の
道
を
大
隊
本
部
到
着
、
直
ち
に
出
発
、
軍
公
路
に
着
い
た

ら
人
員
、
馬
、
車
両
等
い
っ
ぱ
い
の
大
行
進
、
敵
機
頭
上
に
飛

来
し
て
も
銃
撃
は
せ
ぬ
。

敵
兵
お
れ
ど
射
撃
は
せ
ぬ
。
不
思
議
に
思
っ
て
行
進
を
続
行

中
、
旅
団
命
令
あ
り
。

「
ト
ラ
ッ
ク
二
台
に
軽
機
四
を
も
っ
て
旅
団
長
を
護
衛
、
衡

陽
に
向
か
う
べ
し
」

と
の
こ
と
で
、
混
雑
の
中
、
三
十
里
を
抜
け
出
て
衡
陽
郊
外
の

一
部
落
に
設
営
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
本
隊
到
着
後
、

衡
陽
市
に
着
い
た
ら
真
新
し
い
軍
服
に
短
銃
を
持
っ
た
支
那
兵

が
警
備
中
で
、
あ
あ
負
け
た
の
だ
と
思
っ
た
。
翌
朝
、
全
員
集

合
の
中
で
旅
団
長
は
陛
下
の
お
言
葉
を
読
み
上
げ
た
の
で
初
め

て
日
本
の
敗
戦
を
知
り
、
た
だ
た
だ
涙
し
た
。

去
年
あ
れ
ほ
ど
張
り
つ
め
て
追
及
し
た
道
を
、
敗
戦
を
知
ら

さ
れ
重
い
足
取
り
で
昼
夜
の
別
な
く
長
沙
を
目
指
し
て
歩
い

た
。
長
沙
に
着
い
た
ら
道
い
っ
ぱ
い
の
土
民
、
そ
れ
と
真
新
し

い
高
射
砲
ト
ラ
ッ
ク
が
整
然
と
接
収
さ
れ
て
お
る
。
次
は
岳
州

だ
、
郊
外
か
ら
帰
っ
て
き
た
日
本
兵
が
各
隊
ご
と
に
集
結
、
重

要
書
類
の
整
理
、
抑
留
の
指
示
で
順
番
を
待
つ
私
に
ま
た
も
大

隊
命
令
あ
り
。

大
隊
の
荷
物
お
よ
び
病
兵
を
つ
れ
金
口
鎮
へ
出
発
（
幸
い
に

ト
ラ
ッ
ク
六
台
に
分
乗
で
き
た
）

。
旅
団
が
抑
留
地
に
着
い
た

ら
、
そ
の
周
辺
部
落
に
駐
留
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
応
民
宿
、

一
部
は
掘
建
て
小
屋
に
寝
起
き
す
る
こ
と
に
な
り
、
警
備
中
に

進
級
し
た
一
階
級
上
が
り
中
尉
の
襟
章
を
も
ら
っ
た
。
武
装
解

除
の
日
程
決
定
し
て
荒
川
町
羽
ヶ
榎
、
国
井
隊
長
が
返
納
隊
長

に
、
宮
野
中
尉
が
副
隊
長
に
。

昭
和
二
十
年
十
月
二
十
三
日
、
武
器
返
納
、
丸
腰
と
な
る
。

無
力
の
敗
残
兵
の
姿
こ
そ
誠
に
哀
れ
な
る
か
な
。
昭
和
二
十
年

十
月
下
旬
よ
り
金
口
鎮
の
抑
留
生
活
が
始
ま
っ
た
。
常
に
中
支

の
真
中
、
気
候
は
良
く
、
揚
子
江
と
池
に
は
雑
魚
が
い
る
。
野

草
、
蝗
、
バ
ッ
タ
、
と
く
に
堤
防
に
は
ノ
ビ
ル
、
レ
ン
ゲ
、
ク

ロ
ー
バ
、
油
菜
等
食
べ
れ
る
も
の
が
充
分
あ
り
そ
う
だ
。
そ
の



上
に
豆
腐
屋
と
ご
ま
油
屋
が
あ
っ
た
。
私
が
百
姓
だ
か
ら
、
こ

の
時
自
然
に
植
物
を
手
当
り
次
第
に
取
り
入
れ
て
不
足
を
補
っ

た
こ
と
で
他
部
隊
よ
り
栄
養
失
調
者
が
少
な
く
て
済
ん
だ
。
そ

し
て
乗
船
を
夢
見
て
、
石
粒
に
布
を
巻
き
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
ま

で
し
て
体
力
保
持
に
力
を
入
れ
て
お
っ
た
時
、
乗
船
第
一
報
が

入
っ
た
。
上
海
近
く
か
ら
帰
還
開
始
と
の
こ
と
で
、
初
め
て
故

国
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
た
。
二
十
一
年
三
月
末
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

四
月
末
、
六
カ
月
の
抑
留
生
活
に
初
め
て
朗
報
が
入
っ
た
。

金
口
鎮
に
船
が
来
る
。
そ
し
て
上
海
に
向
う
。
こ
の
時
、
中
国

人
宿
舎
の
者
た
ち
に
兵
が
私
物
を
与
え
、
良
く
世
話
し
て
く
れ

た
と
固
い
握
手
で
礼
を
い
っ
て
出
発
。
す
ば
ら
し
い
活
動
に
入

っ
て
お
っ
た
上
海
市
政
府
に
着
く
。
最
後
の
私
物
検
査
で
乗
船

を
待
っ
た
。
そ
れ
は
忘
れ
も
し
な
い
二
十
一
年
五
月
十
六
日
。

待
ち
に
待
っ
た
乗
船
だ
。
足
掛
け
三
年
、
二
度
も
支
那
の
正

月
を
見
、
そ
し
て
わ
れ
ら
の
戦
線
は
勝
ち
戦
で
あ
っ
た
の
に
ボ

ロ
ボ
ロ
の
軍
服
、
色
あ
せ
た
戦
闘
帽
、
ま
っ
黒
の
顔
に
生
気
あ

ふ
れ
る
輝
く
目
、
そ
し
て
乗
船
完
了
。「
ボ
ー
」
と
汽
笛
が
鳴

り
静
か
に
岸
壁
を
離
れ
た
と
き
助
か
っ
た
と
思
っ
た
。
そ
し
て

沖
合
に
て
一
泊
、
日
本
人
に
よ
る
日
本
食
、
安
堵
の
姿
で
前
後

不
覚
の
眠
り
に
入
っ
た
。

二
十
一
年
五
月
三
十
一
日
の
朝
、
故
国
が
見
え
た
。
敵
機
が

そ
し
て
か
も
め
が
迎
え
て
く
れ
た
、
山
口
県
仙
崎
港
。
そ
し
て

設
営
の
た
め
一
足
先
に
故
国
の
土
を
踏
む
。
黒
人
兵
と
若
い
娘

が
散
歩
し
て
お
っ
た
。
国
防
婦
人
会
は
日
本
婦
人
会
と
な
り
出

迎
え
て
く
れ
た
。
お
む
す
び
と
白
菜
漬
け
、
ご
苦
労
様
と
、
忘

れ
ら
れ
な
い
。
軍
の
解
散
式
あ
り
、
直
ち
に
戦
友
と
別
れ
北
陸

線
で
帰
郷
の
途
に
着
く
。
長
岡
駅
で
は
長
生
橋
が
見
渡
せ
て
空

襲
の
す
ご
さ
を
知
っ
て
、
新
発
田
駅
へ
着
い
た
ら
、
婦
人
会
の

人
々
が
タ
オ
ル
、
石
■
、
水
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
こ
と
は
今

も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
保
健
所
の
検
査
を
受
け
た
と
き
に
父
の
死

を
知
ら
さ
れ
、
帰
宅
を
前
に
心
の
整
理
を
す
る
た
め
宿
舎
に
一

泊
し
た
。

翌
二
十
一
年
六
月
八
日
早
朝
、
赤
谷
線
で
復
員
、
仏
前
に
報

告
、
九
日
の
朝
役
場
に
留
守
中
の
お
礼
を
し
、
直
ち
に
県
庁
の

友
人
を
尋
ね
戦
後
の
方
向
を
聞
く
。
土
地
解
放
、
山
林
買
収
、

財
産
税
等
の
こ
と
を
知
り
、
直
ち
に
相
続
登
記
を
依
頼
し
、
二

百
余
の
小
作
人
へ
土
地
解
放
を
す
る
。
希
望
者
は
申
し
出
る
よ



う
に
通
知
を
出
し
た
。
そ
の
た
め
八
十
余
町
歩
の
契
約
成
立
、

残
り
は
財
産
税
に
物
納
す
る
こ
と
に
意
を
決
定
、
先
手
先
手
と

処
理
し
た
。
財
産
税
は
持
て
る
全
て
が
評
価
さ
れ
、
戦
後
処
理

に
当
て
ら
れ
た
の
で
は
と
思
う
。
山
林
買
収
は
反
当
り
九
十
二

円
の
安
さ
、
大
部
分
引
揚
げ
者
の
入
植
地
に
な
っ
た
。

そ
の
上
、
最
も
重
い
追
放
処
分
は
、
世
の
中
へ
出
る
な
と
い

う
こ
と
で
、
こ
の
時
は
目
の
前
が
ま
っ
暗
に
な
っ
た
。
す
ぐ
気

を
取
り
な
お
し
て
追
放
記
念
だ
と
自
分
の
買
収
さ
れ
た
土
地
二

町
歩
を
買
戻
し
開
墾
。
精
根
込
め
て
黙
々
一
鍬
を
耕
地
に
し
て

次
々
と
増
産
戦
士
と
し
て
作
付
け
し
油
菜
、
茶
、
大
豆
、
甘
薯
、

西
瓜
、
苺
、
ア
ス
パ
ラ
、
栗
、
椎
茸
、
実
桜
、
蜜
蜂
飼
育
と
現

金
収
入
に
専
念
し
た
。
苺
等
は
四
時
起
床
、
八
時
ま
で
に
六
貫

目
収
穫
し
た
。
蜜
蜂
は
何
よ
り
の
収
入
で
一
升
瓶
百
本
、
桜
桃

一
日
に
九
貫
も
売
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
今
、
乳
牛
を
導
入
し

て
よ
り
三
十
余
年
、
二
百
坪
の
牛
舎
に
育
成
と
も
五
十
頭
余
、

下
越
地
区
共
進
会
に
最
優
秀
賞
を
得
る
に
い
た
り
孫
夫
婦
で
頑

張
っ
て
お
っ
て
く
れ
る
。

私
が
開
墾
完
了
、
追
放
解
除
の
と
き
、
村
民
有
志
三
百
余
の

者
が
小
柳
牧
衛
様
と
と
も
に
、
解
除
記
念
祝
賀
会
を
開
い
て
く

だ
さ
れ
た
と
き
は
、
一
生
の
感
激
で
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
。
同
じ
に
大
字
区
長
、
中
学
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
農
協
理
事
に

推
さ
れ
、
今
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
一
員
と
し
て
健
康
に
気
を
付
け
、

こ
の
年
に
な
っ
て
も
何
か
を
と
、
前
向
き
に
そ
し
て
世
情
の
急

変
を
見
逃
す
こ
と
の
な
い
よ
う
心
が
け
、
幸
せ
な
日
常
で
す
。

白
鶴
舗
の
死
闘
　 

―
鞘
は
邪
魔
だ
！
白
刃
で
突
入
―

滋
賀
県
　
清
水
敬
一
　 

昭
和
十
九
年
五
月
二
十
七
日
の
未
明
、
湘
桂
作
戦
は
火
蓋
を

切
っ
た
。
こ
の
作
戦
は
支
那
派
遣
総
軍
が
第
十
一
軍
の
九
個
師

団
を
中
核
と
す
る
進
攻
部
隊
の
ほ
か
、
直
接
間
接
に
五
十
二
万

の
大
軍
を
動
員
し
た
国
軍
有
史
以
来
の
大
規
模
作
戦
と
い
わ

れ
、
わ
が
嵐
兵
団
も
甲
装
備
作
戦
師
団
と
し
て
終
始
最
前
線
で

激
戦
を
続
け
た
。

我
々
は
洞
庭
湖
畔
の
岳
陽
よ
り
南
下
し
、
新
墻
河
を
払
暁
を

期
し
一
斉
に
渡
河
し
、
屈
原
の
入
水
で
有
名
な
汨
羅
の
渕
の
あ




